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12月定例会は相即5、19、20日に開催し、各会計の補正予算や条例案などを審議しました

武

道

館

の

設

置

条

例

を

可

決

（単位：円）

▼開館式でのテープカット

昨
年
か
ら
、
総
事
業
費
約
2

億
2
千
8
7
9
万
円
で
、
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
工

事
を
進
め
て
い
た
武
道
館
が
完

成
し
、
議
会
で
は
こ
の
設
置
条

例
を
背
試
し
原
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

武
道
館
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て

で
剣
道
場
・
柔
道
場
・
弓
道
場

か
ら
在
り
、
総
床
面
積
は
7
1
2
㎡

で
す
。提

案
説
明
で
は
利
用
方
法
や

利
用
粗
食
な
ど
が
行
わ
れ
、
社

会
教
育
結
各
セ
ン
タ
ー
と
同
様

な
形
態
で
平
成
7
年
1
月
か
ら

運
営
す
る
内
容
の
も
の
で
す
。

■武道館使用料

忘 蒜 、空 讐区分　　＼ 午　　 前 ：午　　 後 庵　 闘

9時－12時 13時～17時 ■1印書〟21時

1、塾l． 聯
小中高生 2 0 0 3 0 0 4 0 0

一　 般 4 0 0　十 6 0 0 8 0 0

個　 人
小中高生 1回　　 5 0

一　 姫 T回　 1 0 0

※　礎帝期間の11月から4月までは、3割加算

オープンを記念して子供達の演技を放ろう

し審蓋
忘議
案

決
算
認
定
は
特
別

委
員
会
へ
付
託

平
成
5
年
度
の
各
会
計
の
決

算
認
定
は
、
議
長
、
議
運
の
監

査
委
員
を
除
く
1
8
名
に
よ
る
決

算
特
別
委
員
会
｛
委
員
長
海

江
田
副
議
長
）
を
設
置
し
て
、

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業

を
可
決

町
が
土
地
改
良
法
に
よ
る
団

体
営
土
地
改
良
事
薬
を
、
日
新

の
鰍
の
沢
地
区
に
平
成
7
年
度

か
ら
平
成
1
0
年
産
ま
で
農
道
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

・
改
良
舗
装
延
長
1
千
6
2
5
m

・
概
算
事
業
費
2
億
7
千
万
円

損
害
賠
償
の

和
解
を
議
決

公
用
車
の
交
通
事
故
に
伴
う

損
害
賠
償
が
和
解
し
た
こ
と
か

ら
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
議
決

し
た
も
の
で
す
。

和
解
の
額
は
、
1
4
0
万
5
千
2
1
4

円
で
す
。



町
民
税
の
所
得
割
を
改
正

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
地
方
税
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、
平

鹿
7
年
度
分
以
後
の
町
民
税
の

所
得
割
の
税
率
適
用
区
分
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
7
年
度
分
の
町
民
税
に
限

り
、
所
得
割
の
額
か
ら
特
別
減

税
を
行
う
も
の
で
す
。

乳
幼
児
・
老
人
∵
重
度

心
身
障
害
者
、
母
子
家
庭

等
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
3
条
例
が
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
平
成
6
年

10
月
か
ら
、
健
康
保
険
法

な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
入

院
時
食
事
療
養
費
の
一
部

患
者
負
担
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
町
も
同
様
に

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
費
の
対
象
を
拡
大
す
る

も
の
で
す
。

初
診
時
一
部
負
担
金
改
正

今
回
は
、
初
診
時
一
部
負
担
金

も
制
度
当
初
の
3
割
相
当
視
か
ら

現
行
の
3
割
相
当
額
に
改
正
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
対
し
、
町
の

訪
問
看
護
制
度
の
取
組
み
に
対
す

る
責
疑
が
行
わ
れ
た
捜
、
起
立
採

決
に
よ
っ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■医療費助成事業の対象者

『所得割の税率区分の改正表町
職
員
の
給

与
を
改
定

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
が
人
事
院
勧
告

に
よ
っ
て
給
与
等
が
改
定
き
れ

た
た
め
、
国
と
の
水
準
を
保
つ

た
め
の
も
の
で
す
。

改
正
の
内
容
は
、
給
料
・
扶

養
手
当
・
寒
冷
地
手
当
は
引
き

上
げ
、
期
末
手
当
は
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

■高校卒初任給

134．900円

136．500円
〔1．2％アップ）

■大学卒初任給
164，90D円

167、200円
（1．4％アップ）

組
合
規
約
の

変
更
を
可
決

富
良
野
広
域
串
内
草
地
組
会

南
富
良
野
町
に
富
良
野
広
域

市
町
村
で
設
置
し
た
草
地
が
更

新
の
時
期
等
か
ら
、
現
在
の
牧

場
運
営
面
に
維
持
管
理
費
を
含

め
る
規
約
の
変
更
を
議
決
し
ま

し
た
。

議
員
定
数
減
少

条
例
を
否
決

半
成
4
・
反
対
1
4

平
田
議
員
か
ら
、
町
議
会
議

員
を
現
行
2
0
人
か
ら
18
人
に
減

少
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
案
は
、
時
代
の
流
れ
の

中
で
、
情
報
の
公
開
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
か
ら

改
革
を
推
進
し
、
2
0
人
の
議
員

を
1
8
人
に
減
ら
す
こ
と
は
可
能

で
あ
る
と
の
も
の
で
し
た
が
、

反
対
意
見
と
し
て
、
急
に
出
さ

れ
た
も
の
で
、
十
分
な
論
議
を

す
る
期
間
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、

昭
和
4
2
年
の
選
挙
か
ら
2
6
人
を

20
人
に
減
ら
し
た
経
過
も
あ
り
、

当
時
と
比
較
し
て
も
産
業
構
造

な
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を

ど
の
理
由
か
ら
、
否
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。



補正予算
財源と使い道

昨
年
春
の
融
雪
に
よ
っ
て
、

河
川
の
堤
防
等
が
快
壊
し
た
災

害
の
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
の

費
用
で
す
。
復
旧
の
場
所
は
次

の
河
川
名
の
と
こ
ろ
で
す
。

▽
北
3
0
号
川
A
3
5
m

▽
北
3
0
号
川
B
5
5
m

▽
コ
ル
コ
ニ
ウ
シ
ベ
ツ
川
7
1
m

∇
鰍
沢
川
1

3
9
m

∇
デ
ボ
ツ
ナ
イ
川
4
7
m

町
内
の
十
勝
岳
温
泉
㈱
の
経

営
す
る
宿
泊
施
設
「
凌
雲
閣
」

が
町
企
業
振
興
措
置
条
例
の
通

用
を
受
け
、
町
が
施
設
の
整
備

費
（
投
下
さ
れ
た
固
定
資
産
の

3
％
以
内
）
を
補
助
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。
「
凌
雲
閣
」
は
、

十
勝
岳
温
泉
地
区
に
昭
和
3
9
年

に
建
築
さ
れ
、
今
回
老
朽
化
の

た
め
に
、
同
じ
場
所
に
新
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。

新装された凌雲閣

（単位：千円ユ
『12月補正予算の状況

一　 般　 会　 計 ■3億5，636万2 柑3億1，耶2万4

国民健康保険　 特特別会計 1，237万1 9億5，565万3

簡易 水運事業特別会計 35万3 5．鴨 方5

病 院 事 業 会 計 し719万0 11億4．0 16万4

■一般会計補正予算のあらまし

町税 （町民 などからの税金 ） △　 3－240万 0

国からの交付税 、交付金　　　　　 ■ 3億 166万8

国や道からの負担金 、補助金 、委託金 し636万2

分担金 、負担金（町民の負担するお金 ） 336万7

寄付金〔町民や団体から寄付されたお金） 474万0

町債 （町の借金 〕 凱140万D

その他の収入 門門下閂

基金への積立金 2億 6，443万0

病院会計への補助金 2，019万0

リサイクル施設整備 計画策定委託金 720万ロ

し尿処理施設更新計画策定業務委託金 △ 1，3⊂旧万0

企業誘致補助金 1，ロ82万 4

災害復旧費〔融雪による災害復旧 工事 ） 6，338万 3

呵職員の竃与費 1，204万 6

町
の
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
の
財
政
調

整
基
金
な
ど
に
、
国
か
ら
の
交

付
税
を
も
っ
て
、
現
在
の
基
金

に
増
額
し
て
積
立
て
る
費
用
で

す
。



ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
取
得

愛
称
「
わ
か
ば
」
を
更
新

町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
取
得
を

議
決
し
ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
は
、

「
わ
か
ば
」
の
愛
称
で
小
学
生
の

登
下
校
に
使
用
し
て
い
た
も
の

を
更
新
の
た
め
購
入
す
る
も
の

で
す
。
乗
車
定
員
は
5

2
人
で
、

財
源
は
防
衛
庁
の
調
整
交
付
金

が
主
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◇
取
得
の
相
手
方
　
日
産
デ

ィ
ー
ゼ
ル
旭
川
販
売
㈱

0
取
得
金
練

1
千
4
6
8
万
7
千
8
0
0
円

日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

広
場
を
拡
張
1

日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の

用
地
取
得
を
議
決
し
ま
し
た
。

5
千
㎡
以
上
、
7
百
万
円
以

上
の
公
共
園
地
や
財
産
を
取
得

す
る
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
で
す
。

場
所
は
現
在
の
日
東
会
館
の
敷

地
を
広
げ
、
運
動
広
場
と
し
て
、

整
備
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

◇
面
構
7
千
7

9
7
㎡

◇
取
得
価
格

2
干
場
万
2
千
欄
円

日
の
出
公
園
拡
張

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
予
定
地

日
の
出
公
園
の
用
地
取
得
を

議
決
し
ま
し
た
。

場
所
は
現
在
の
日
の
出
公
隣

に
隣
接
す
る
場
所
で
今
後
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
整
備
す

る
た
め
に
用
地
を
取
得
す
る
も

の
で
す
。
全
体
面
積
は
3
7
、

0
5
1
㎡
で
来
年
度
に
残
り
の

面
積
を
取
得
す
る
計
画
で
す
。

◇
面
積
　
2
万
8
千
4
1
0
㎡

◇
取
得
価
梧

7
千
6
7
0
万
7
千
円

第
1
回
臨
時
会

「
自
然
と
憩
い
の
森
」
は
本

年
度
の
多
目
的
露
天
風
呂
と
平

成
7
年
度
、
8
年
度
に
　
「
健

康
保
黍
セ
ン
タ
ー
」
　
〔
仮
称
）

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

l
月
1

2
日
の
第
1
回
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
十
勝
岳
吹
上
地

区
の
自
然
と
憩
い
の
森
の
外
講

を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
委
託

費
45
0
万
円
な
ど
の
一
般
会
計
補

正
予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。第

8
回
臨
時
会

こ
の
事
業
は
規
模
拡
大
を
目

指
す
農
家
に
農
地
取
得
や
農
機

具
、
畜
舎
な
ど
の
資
金
融
資
に

対
す
る
利
子
補
給
を
町
の
ほ
か

に
国
や
道
が
行
う
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
農
富
の
利
率
は
2

％
と
在
り
ま
す
。
利
子
補
給
は

国
が
1
髄
、
町
・
道
が
そ
れ
ぞ

れ
0
・
2
5
％
で
す
。

1
1
月
1

0
日
の
第
8
回
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
国
の
農
業
経
営

基
盤
強
化
事
業
に
よ
る
認
定
農

家
に
対
す
る
資
金
融
資
の
利
子

補
給
を
平
成
7
年
度
か
ら
の
年

間
行
う
こ
と
を
原
案
可
決
し
ま

し
た
。



一般質問は1．2月19日に行われ5人の議員が質問を行いました

青柳議員

↓
広
域
行
政
で
進
め
て
い
る
上
川
南
部
消
防
事
務
親
告

Q
広
域
行
政
の
推
進
は
A
積
極
的
に
進
め
る

Q
予
算
編
成
の
基
本
筆
勢
は
A
行
革
を
進
め
健
全

財
政
に
努
め
る

自
治
体
は
、
首
長
の
交
替
に

よ
っ
て
町
が
す
っ
か
り
よ
み
が

え
る
と
言
わ
れ
る
。
最
近
の
例

で
は
富
山
県
の
あ
る
市
長
は
、

市
が
ル
ー
ズ
な
職
員
採
用
の
結

果
職
員
数
、
人
件
費
が
雪
ダ
ル

マ
の
よ
う
に
増
大
、
財
政
は
硬

直
状
態
で
あ
っ
た
。
市
長
は
強

硬
を
抵
抗
と
反
対
を
乗
り
越
え
、

購
入
の
大
削
減
を
達
成
し
、
浮

い
た
財
源
で
ユ
ニ
ー
ク
な
街
づ

く
り
を
行
っ
た
。

ま
た
沼
津
市
の
市
長
は
就
任

と
共
に
職
員
に
対
し
、
「
前
に

こ
う
や
っ
た
、
昨
年
も
こ
う
や

っ
て
い
た
」
と
い
う
前
例
重
視

よ
り
脱
却
、
「
市
民
が
望
ん
で

い
る
方
向
に
市
政
を
変
え
よ
う
」

と
、
体
育
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー

の
年
中
無
休
体
制
、
プ
ー
ル
の

早
朝
開
館
を
職
員
に
提
言
、
職

員
の
支
援
、
協
力
を
受
け
て
、

今
で
は
プ
ー
ル
は
7
時
か
ら
泳

げ
る
し
、
図
書
館
、
体
育
館
は

働
く
人
の
た
め
に
夜
間
開
館
を

行
い
、
慣
例
を
破
っ
た
。

こ
れ
ら
の
例
は
極
端
を
事
例

で
、
弊
害
や
功
罪
も
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
二
人
の
首
長
の
取

り
組
み
は
す
ば
ら
し
い
。
行
政

の
良
否
は
首
長
の
責
任
、
影
響

の
如
何
に
あ
る
。
町
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
て

次
の
質
問
を
し
た
い
。

広
域
行
政
の
推
進
を

問
一
般
廃
棄
物
処
理
等
、
町

が
始
ま
っ
て
以
来
の
多
額
の
予

算
に
対
処
す
る
た
め
の
広
域
行

政
の
基
本
的
考
え
方
、
推
進
の

方
針
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
行
政
事
務
の
中
で
も
広

域
的
共
同
処
理
す
る
こ
と
が
、

行
政
運
営
上
効
率
的
で
住
民
サ

ト
ビ
ス
に
結
び
つ
く
も
の
は
、

積
極
的
に
関
係
市
町
村
と
共
同

処
理
し
て
い
き
た
い
。

梓
に
ゴ
ミ
処
理
は
、
最
終
処

分
場
を
建
設
中
を
の
で
、
焼
却

場
を
広
域
的
に
、
し
尿
は
富
良

野
市
と
、
葬
祭
場
は
中
富
良
野

町
と
の
可
能
性
を
話
し
合
っ
て

い
る
。

予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
は

間
　
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
と

財
政
の
現
況
及
び
公
債
費
の
現

況
と
返
還
方
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
わ
が
町
の
財
政
は
、
国

の
厳
し
い
財
政
事
情
で
地
方
交

付
税
は
前
年
対
比
4
．1
％
減
が
示

さ
れ
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
。

対
策
と
し
て
は
既
存
事
業
の

見
直
し
、
簡
素
化
、
合
理
化
、

物
件
費
の
1
0
％
削
減
を
図
る
。

更
に
行
革
を
進
め
健
全
財
政
の

維
持
を
図
る
。

本
町
地
方
債
へ
借
金
）
は
現

在
一
般
会
計
6
9
億
円
と
な
り
、

償
還
計
画
は
平
成
封
1
年
迄
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
借
入
れ
が
増

え
る
と
公
債
費
負
担
比
率
1
5
％

を
超
え
危
険
な
財
政
と
を
る
。

平
成
7
年
度
の
公
債
費
負
担
比

率
は
13
％
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

本
町
青
少
年
の
非
行
、
い
じ

め
の
実
態
と
対
策
は

問
わ
が
町
に
非
行
、
校
内
暴

力
、
い
じ
め
等
は
、
現
在
ま
た

過
去
に
存
在
し
た
こ
と
が
あ
る

か
、
そ
の
実
態
と
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

教
育
長
わ
が
町
に
、
平
成
5

年
度
、
非
行
2
6
件
、
い
じ
め
4

件
、
平
成
6
年
度
現
在
ま
で
、

非
行
2
5
件
、
い
じ
め
5
件
が
発

生
し
て
い
る
。
国
や
道
教
委
の

持
運
を
受
け
て
、
行
政
、
学
校
、

町
教
委
が
全
力
を
あ
げ
て
防
止

対
策
に
努
力
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
損
害
賠
償
訴

訟
等
は
未
発
生
で
あ
る
が
、
破

壊
行
為
等
が
発
生
し
、
本
人
が

行
為
を
認
め
た
場
合
は
弁
債
を

請
求
し
て
い
る
が
、
学
校
管
理

下
に
お
け
る
教
育
活
動
上
に
起

き
た
行
為
弁
償
は
特
定
し
難
く

公
費
で
支
弁
し
て
い
る
の
が
業

態
で
あ
る
。

青
少
年
問
題
相
談
員
は
、
相

談
以
外
に
も
町
内
巡
視
を
行
い

公
園
等
の
落
書
き
、
破
損
等
は

な
く
な
り
、
警
察
、
学
校
等
の

連
携
強
化
に
よ
り
成
果
は
あ
が

っ
て
い
る
。



倉本議員

Q
審
議
会
委
員
な
ど
に
女
性
男
性
を
A

広
い
分
野
か
ら

登
用
す
る

Q
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
早
急
に
′
A
新
年
度
か
ら
缶
と

審
議
室
等
へ
の
女
性
・
青
年

の
登
用
推
進
を
棟
極
的
に

問
審
議
会
委
員
等
の
就
任
状

況
は
、
女
性
1
0
％
、
青
年
（
3
9

歳
以
下
）
4
％
弱
と
い
う
業
態

で
あ
る
ゥ

近
年
女
性
の
社
会
進
出
は
目

覚
し
く
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し

大
き
を
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

よ
り
広
い
範
囲
の
女
性
が
町

の
制
度
や
運
用
決
定
の
場
に
男

性
と
共
に
参
加
す
る
「
町
づ
く

り
」
の
仲
間
で
あ
る
事
が
望
ま

し
く
、
青
年
も
ま
た
、
そ
の
意

思
や
カ
を
発
揮
出
来
る
こ
と
で
、

町
づ
く
り
へ
の
意
故
が
高
ま
る

の
で
は
を
い
か
。

町
長
委
員
の
選
任
は
法
律
や

条
例
等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
条
件
を
そ
な
え
た
方
の
中

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
選
考
し
て

委
嘱
し
て
い
る
が
、
管
用
率
の

低
い
事
や
選
任
の
偏
り
も
あ
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
や
広

い
分
野
か
ら
女
性
・
青
年
の
清

新
を
人
相
を
登
用
し
、
新
陳
代

謝
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
努

め
て
参
り
た
い
。

団
体
等
に
交
付
し
て
い
る
補

助
金
の
行
政
効
果
を
高
め
る

た
め
の
方
策
は

問
　
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
配

分
に
当
た
っ
て
、
個
々
の
業
績

や
行
職
の
進
展
に
及
ぼ
す
効
果

に
つ
い
て
検
許
や
見
直
し
を
し

て
い
る
か
。
又
今
後
の
補
助
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
現
在
、
行
政
改
革
補
助

金
部
会
の
中
で
見
直
し
等
の
取

組
み
を
し
て
お
り
、
団
体
の
活

動
形
態
、
敦
盛
性
の
確
保
等
個

々
の
実
情
を
判
断
し
交
付
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
行
政
経
費
負

担
の
公
平
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

適
切
な
育
成
指
導
を
囲
り
、
な

お
、
行
政
効
果
が
養
わ
れ
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
廃
止
し
て
行

く
。
厳
し
い
対
応
が
必
要
な
の

で
、
含
め
て
検
討
中
で
あ
る
。

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
等
の
減
量

化
を
早
急
に
推
進
し
て
は

間
　
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い

て
6
日
の
町
広
報
で
示
さ
れ
た

が
、
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
、
実
際
に
い
つ
か
ら
始
め

る
の
か
、
早
急
に
進
め
る
べ
き

で
は
、
と
言
う
声
が
聞
か
れ
て

い
る
。ゴ

ミ
に
対
す
る
町
民
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
の
時
機
に

こ
そ
、
出
来
る
こ
と
か
ら
町
民

の
協
力
を
得
て
行
く
事
が
町
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
の

で
は
を
い
か
。

町
長
　
最
終
処
分
場
の
延
命
と

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図

る
た
め
に
も
、
分
別
収
集
は
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
町
に
お
い

て
も
明
年
度
か
ら
、
試
行
的
で

は
あ
る
が
缶
、
ビ
ン
項
の
分
別

収
集
を
実
施
し
た
く
、
収
集
方

法
や
資
源
ル
ー
ト
の
確
保
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
同

時
に
町
民
、
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ

に
み
ん
な
が
生
活
者
と
し
て
、

ゴ
ミ
閏
蹟
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

有
料
化
を
導
入
す
る
考
え
が

あ
る
か

開
　
国
に
お
い
で
も
遠
か
ら
ず

有
料
化
の
義
務
づ
け
が
予
測
さ

れ
、
道
内
で
も
多
く
の
自
治
体

が
、
有
料
化
に
よ
っ
て
3
0
％
程

度
の
減
少
が
図
ら
れ
て
い
る
。

有
料
化
は
公
平
で
あ
り
、
減

量
化
へ
の
最
も
有
効
な
手
段
で

ビ
ン
を
分
別
す
る

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

町
長
　
全
道
的
な
動
向
を
見
る

と
平
成
3
年
度
末
現
在
3
4
町
村

が
実
施
し
て
お
り
、
結
果
と
し

て
町
民
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
滅
量
化
の
効
果
が
大

き
く
、
ま
た
国
の
審
議
会
答
申

も
あ
り
、
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
る
市
町
村
が
増
え
て
き
て

い
る
。

町
と
し
て
も
減
量
化
に
よ
る

処
理
費
用
の
節
減
、
施
設
処
理

費
嗣
補
填
、
物
を
大
切
に
す
る

心
の
育
成
等
か
ら
、
今
後
有
料

化
を
推
進
す
べ
く
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

再
質
問
　
審
議
会
委
員
は
兼
任

者
が
多
い
こ
と
や
、
長
期
に
亘

っ
て
交
替
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
登
用
間
口
を
挟
め
て
い
る
要

図
で
あ
り
、
機
能
の
マ
ン
ネ
リ

化
や
高
齢
化
の
原
因
に
も
を
る

の
で
、
任
期
の
面
で
改
善
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
今
後
の
改
選
期
に
お
い

て
、
出
来
る
だ
け
人
材
の
交
替

を
回
り
を
が
ら
、
委
員
会
の
改

善
を
進
め
て
参
り
た
い
。



佐藤議員

公
民
館
の
2
階
を
利
用
し
て
い
る
町
の
図
書
室

Q
非
行
の
防
止
策
は
A
新
機
関
の
設
置
を
検
討

Q
図
書
館
の
新
設
は
A
次
の
総
合
計
画
で
明
ら
か
に

わ
が
町
の
非
行
再
発
防
止

対
策
の
あ
り
方
は

問
　
こ
の
種
の
問
題
解
決
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ど
う
し

て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る

の
で
、
不
名
誉
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
い
じ
め
や
、
非
行
の
芽

を
つ
む
先
行
的
を
対
応
策
を
、

町
ぐ
る
み
で
確
立
し
、
こ
れ
ら

の
再
発
防
止
に
当
ら
空
け
れ
ば

在
ら
な
い
と
思
う
が
、
当
時
者

と
し
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
こ
れ
ら
の
対
応
に
は

学
校
ば
か
り
で
な
く
家
庭
、
地

域
社
会
の
理
解
と
の
三
者
一
体

と
な
っ
て
の
取
り
組
み
が
大
切

と
考
え
、
現
在
、
昏
少
年
問
題

に
係
っ
て
い
る
各
機
関
と
、
更

に
社
会
教
育
団
体
、
住
民
組
織

を
ど
の
協
力
を
得
た
中
で
、
青

少
年
健
全
育
成
に
携
わ
る
機
関

の
設
置
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

図

書

館

新

設

の

啓

蒙

促

進

と

市

街

地

整

備

計

画

の

関

連

を

問
　
図
書
館
新
設
は
町
民
の
広

く
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一

日
も
早
い
実
現
を
希
望
す
る
の

で
、
基
本
計
画
の
姿
勢
を
示
さ

れ
た
い
。

ま
た
、
図
書
館
は
、
多
く
の

町
民
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。

町
民
に
親
し
ま
れ
、
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
る
場
所
と
機
能

を
そ
な
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、

今
後
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
市

街
地
整
備
計
画
を
充
分
検
討
し

て
、
建
設
の
性
置
づ
け
を
決
定

し
て
統
し
い
の
で
町
長
の
答
弁

を
求
め
た
い
。

町
長
　
図
書
館
設
置
の
姿
勢
と

し
て
、
そ
の
必
要
性
は
常
に
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
早
期
建
設
を
望
ま
れ
る
文

化
会
館
や
、
既
存
の
公
民
館
の

整
備
と
の
関
連
を
考
慮
し
を
が

ら
、
総
合
計
画
の
中
で
、
財
政

と
併
せ
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

市
街
地
整
備
計
画
と
図
書
館

建
設
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
現

在
推
進
し
て
い
る
商
店
街
活
性

化
構
想
と
の
整
合
性
の
あ
る
整

備
計
画
を
充
分
掩
訝
し
推
進
し

て
行
か
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
町
の
都
市
再
開

発
構
想
を
も
充
分
考
慮
に
入
れ

て
検
討
す
る
。

再
質
問

①
　
非
行
と
い
じ
め
の
問
題
は
、

社
告
全
体
、
町
ぐ
る
み
の
取
り

組
み
が
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

と
考
え
る
の
で
、
町
長
と
助
役

の
見
解
を
伺
っ
て
お
き
た
い
。

⑳
　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
施
設
と

し
て
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、

プ
ー
ル
、
武
道
館
、
運
動
公
園

広
場
、
野
球
場
等
の
完
備
を
見

た
の
で
、
今
後
は
、
文
化
面
の

拠
点
作
り
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
総
合
計
画
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
①
　
こ
れ
ら
の
青
少
年

の
問
題
は
、
小
手
先
の
対
応
で

は
追
い
つ
か
な
い
と
考
え
る
。

2
1
世
紀
を
担
う
青
少
年
の
育
成

は
地
場
住
民
す
べ
て
の
責
任
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
全

町
民
の
責
任
と
し
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
専
門
の
組
織
に
よ
る

対
応
も
考
え
を
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

助
役
　
①
　
従
来
の
文
部
、
厚

生
の
独
自
の
局
部
的
対
応
で
は

解
決
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
学
校
現
場
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
今
後
は
専
門
部
局
の
設

置
に
つ
い
て
も
充
分
協
議
し
て

誤
り
の
な
い
よ
う
対
処
す
る
。

町
長
　
②
　
専
門
の
図
書
館
の

な
い
町
も
少
い
と
聞
い
て
い
る
。

武
道
館
に
次
ぐ
施
設
と
し
て
図

書
館
の
建
設
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

次
の
総
合
計
画
の
中
で
こ
れ

ら
の
の
連
の
建
設
計
画
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

間
　
国
際
交
流
の
推
進
は

苔
　
開
基
1
0
0
年
に
合
わ
せ
、
友

好
都
市
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
か
ら

招
待
客
を
呼
び
た
い
。

国
際
交
流
は
カ
ナ
ダ
に
と

ど
ま
ち
ず
、
広
く
交
流
の
輪

を
広
め
人
材
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。



平田議員

Q
町
の
経
常
経
費
の
削
減
は
A
1

0
％
削
減
を
指
示

Q
特
色
あ
る
町
づ
く
り
は
A
個
性
を
生
か
す

経
常
経
費
の
具
体
的
削
減
は

問
　
平
成
7
年
度
の
予
算
編
成

時
期
に
当
た
り
、
そ
の
削
減
案

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

具
体
的
数
値
目
標
を
掲
げ
て
示

さ
れ
た
い
。

町
長
　
新
年
度
予
算
編
成
に
当

り
、
1
0
％
の
経
常
経
費
削
減
を

指
示
し
て
い
る
。

厳
し
い
行
財
政
環
境
下
で
、

自
治
体
が
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
確
立

に
向
け
て
自
主
的
に
改
革
を
図

り
多
面
的
に
行
政
改
革
を
推
進

し
て
参
り
た
い
。
現
在
部
会
毎

に
改
革
案
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
策
定

さ
れ
た
段
階
で
議
会
と
も
協
議

し
て
推
進
す
る
。

組
織
、
人
事
に
変
革
を

問
　
役
場
の
機
構
改
革
と
人
事

に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
問
題

提
起
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
現
在
の
組
織
、
人
事
は

大
胆
な
変
革
、
活
性
化
が
必
要

で
は
な
い
か
。
組
織
の
硬
直
化

は
否
め
な
い
事
実
で
あ
り
、
意

思
決
定
が
組
織
内
部
で
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
職

員
の
指
導
、
研
修
は
ど
の
よ
う

な
意
図
を
持
っ
て
実
施
し
て
い

る
の
か
。
町
長
の
理
想
と
す
る

執
行
体
制
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢

な

の

か

、

率

直

な

意

見

を

伺

い

た
い
。

町
長
　
役
場
の
機
構
改
革
と
人

事
に
つ
い
て
は
就
任
以
来
二
ヶ

年
、
私
な
り
に
職
員
の
仕
事
ぶ

り
や
、
人
間
膣
を
見
て
き
た
が

夫
々
長
所
短
所
が
あ
り
、
い
か

に
住
民
に
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
行
く
か
、
そ
の

為
の
組
織
と
な
っ
て
い
る
か
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
役

場
組
織
に
お
い
て
も
活
性
化
に

つ
な
が
る
職
員
研
修
の
充
実
を

図
り
、
適
材
適
所
の
人
事
に
心

掛
け
て
参
り
た
い
。

特
色
あ
る
町
づ
く
り
の

実
現
を

問
　
本
町
の
特
色
あ
る
町
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
町
は
人
口
、
財
政
規
模
に

お
い
て
も
管
内
ト
ッ
プ
に
位
置

し
て
お
り
、
他
町
村
の
手
本
と

な
る
よ
う
な
　
「
上
富
良
野
に
見

習
お
う
」
と
い
う
よ
う
な
独
自

の
町
づ
く
り
が
あ
る
の
か
、
あ

る
い
は
模
索
し
て
い
る
の
か
、

言
葉
、
理
念
だ
け
で
な
く
具
体

的
に
町
民
に
夢
の
あ
る
、
こ
の

先
こ
の
町
は
こ
の
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

町
長
　
「
町
づ
く
り
」
を
進
め

る
上
で
、
農
、
商
工
業
、
自
衛

隊
が
共
に
協
力
し
、
人
間
性
豊

か
な
町
の
創
造
を
目
指
し
て
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
活
環
境
整
備
と
し
て
ゴ
ミ

最
終
処
分
場
の
建
設
着
手
、
精

神
教
育
と
体
力
づ
V
り
を
目
的

と
し
た
武
道
館
新
築
、
保
養
と

研
修
の
た
め
の
吹
上
地
区
露
天

風
呂
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

町
づ
く
り
は
町
民
一
九
ひ
と

り
が
主
役
で
あ
り
、
2
1
世
紀
を

展
望
し
た
町
民
が
誇
り
を
感
じ
、

愛
着
を
覚
え
る
個
性
豊
か
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

再
質
問

①
　
経
費
削
減
と
行
政
改
革
は

切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
そ
の
具
体
的
内
容

を
伺
い
た
い
。

②
　
理
事
著
は
、
普
段
、
一
般

職
員
と
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
タ

ク
ト
を
持
っ
て
業
務
に
当
っ
て

い
る
か
。

③
　
組
織
と
し
て
の
意
志
決
定

を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る

か
。

㊨
　
1
0
0
人
委
員
会
の
初
会
合
で

若
干
の
疑
問
の
声
が
あ
る
が
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

⑤
　
他
町
村
か
ら
わ
が
町
に
来

る
視
察
団
の
主
な
目
的
は
。

町
長
　
①
　
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
対
し
、
「
静
か
な
る
変

革
を
持
っ
て
」
対
処
し
た
い
。

②
　
今
後
は
一
般
職
員
と
の
面

談
を
密
に
し
て
過
材
適
所
の
人

事
の
姿
勢
で
対
処
す
る
。

③
　
立
場
、
年
齢
の
差
を
超
え

て
相
互
理
解
を
深
め
、
誤
解
の

な
い
よ
う
に
進
め
た
い
。

㊨
　
我
が
町
が
後
世
に
何
を
残

す
か
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
い
か

に
す
る
か
、
各
界
、
各
層
の
意

見
を
聞
い
て
取
り
組
む
。

⑤
　
防
災
、
自
衛
隊
駐
と
ん
地

と
し
て
の
町
づ
く
り
の
視
察
が

主
な
も
の
で
あ
る
。



米沢議員

明
年
度
か
ら
大
規
模
改
修
に
入
る
西
小
学
校

Q
西
小
学
校
の
整
備
計
画
は
A

大
規
模
補
健
を
行
う

Q
保
育
料
の
引
き
上
げ
は
止
め
る
べ
き
A
国
の
基
準
の
S
5
％
位

で
改
正
を
検
討

西
小
学
校
の
整
備
計
画
を
明

確
に

問
　
防
衛
、
文
部
の
補
助
事
業

の
採
択
を
受
け
整
備
を
計
画
し

て
い
る
が
、
事
業
採
腕
の
見
達

し
が
明
ら
か
で
な
い
状
況
を
踏

ま
え
て
、
西
小
学
校
の
改
造
計

画
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、

防
衛
補
助
が
無
理
や
あ
れ
ば
、

文
部
省
補
助
、
文
は
町
単
独
事

業
で
大
規
模
改
造
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
防
衛
施
設
周
辺
整
備

騒
音
防
止
対
策
事
業
に
よ
る
改

造
計
画
を
進
め
て
果
た
が
、
早

期
採
択
は
厳
し
く
、
文
部
省
補

助
に
よ
る
大
規
模
改
修
事
業
も

検
討
し
た
が
採
択
に
は
年
数
を

賓
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
応

と
し
て
暖
房
設
備
を
は
じ
め
、

汚
損
、
破
損
の
著
し
い
内
装
等

の
大
規
模
補
修
を
単
独
事
業
と

し
て
明
年
席
か
ら
年
次
計
画
で

実
施
し
て
い
く
。

保
育
料
の
引
き
上
げ
は
、
止

め
る
べ
き
で
は

問
　
明
年
度
か
ら
保
育
料
の
引

き
上
げ
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
自
営
業
者
を
は
じ
め

と
し
て
、
勤
労
者
の
所
得
水
準

が
抑
制
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、

保
育
料
の
引
き
上
げ
は
、
父
母

負
担
の
増
大
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
引
き
上
げ
は
止
め
る

べ
き
だ
が
、
考
え
方
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
6
年
度
、
国
の
基

準
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
資
料
を
提
出
、
説
明

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
充
分
検

討
し
て
国
の
基
準
と
も
均
衡
を

と
り
、
ま
た
幼
稚
園
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
慮
し
、
改
定
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

次
期
の
委
員
会
に
お
い
て
再

度
検
討
を
重
ね
て
、
進
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

庁
舎
や
横
断
歩
道
の
段
差
を

な
く
し
、
住
民
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を

問
　
役
場
、
公
民
館
等
公
共
施

設
の
段
差
が
あ
り
す
ぎ
て
、
年

寄
り
や
障
害
者
に
不
便
で
あ
る
。

歩
道
等
に
お
い
て
も
車
椅
子
の

歩
行
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
声

が
あ
る
。

い
ま
だ
に
改
善
さ
れ
な
い
の

は
、
町
の
問
題
意
識
が
浅
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長
　
庁
舎
建
物
の
構
造
、
現

有
ス
ペ
ー
ス
等
を
勘
案
し
、
正

面
玄
関
に
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ
、

自
動
ド
ア
、
ス
テ
ッ
プ
の
改
善

を
検
討
し
て
い
る
が
、
財
政
負

担
も
大
き
く
、
年
次
計
画
で
某

施
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

横
断
歩
道
の
段
差
解
消
は
、

公
共
施
設
周
辺
を
優
先
し
て
実

施
し
、
順
次
、
住
民
に
や
さ
し

い
町
づ
V
り
に
心
が
け
る
。

再
貰
問

①
　
西
小
学
校
の
改
築
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
改
修
の
方
向
に

あ
る
が
実
態
は
ひ
ど
い
状
況
で

あ
る
。
改
修
年
度
を
は
っ
き
り

と
示
せ
。

②
　
保
育
料
の
引
き
上
げ
は
、

現
状
で
も
負
担
が
重
い
。
国
の

基
準
に
準
ず
る
の
か
、
実
態
を

考
慮
し
て
改
正
す
る
の
か
。

③
　
障
害
者
に
対
す
る
タ
ク
シ

ー
春
の
給
付
増
、
庁
舎
玄
関
段

差
解
消
、
ト
イ
レ
の
改
善
な
ど

偉
先
順
位
を
見
極
め
て
、
予
算

づ
け
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
。

理
事
害
答
弁

①
　
平
成
7
年
度
か
ら
大
規
模

補
修
に
入
り
、
種
々
の
調
査
を

実
施
し
て
対
策
を
囲
め
る
。

②
　
あ
く
ま
で
も
協
議
し
て
定

め
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
基
準

の
8
5
％
位
の
水
準
で
改
正
を
考

え
て
い
る
。

③
　
タ
ク
シ
ー
券
の
給
付
は
、

他
町
村
と
並
ん
で
2
4
枚
に
増
加

す
る
。庁

舎
玄
関
の
段
差
解
消
、
ド

ア
の
改
修
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
の
で
、
予
算
の
検
討
、

年
次
計
画
に
よ
る
改
善
な
ど
、

考
慮
中
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

問
　
年
金
生
存
証
明
手
数
料
は

等
　
来
年
度
か
ら
無
料
化
に
し

た
い
。

問
　
水
道
石
綿
管
の
改
修
計
画

答
　
平
成
1
2
年
度
ま
で
に
更
新

を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
公
共
施
設
任
用
手
続
き
の

簡
素
化
と
捺
印
制
度
の
見
直

し
を

答
　
手
続
き
の
簡
素
化
の
た
め

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

捺
印
は
廃
止
し
た
い
。



・　議員の質問及び町側の答弁が抽象

的で具体性に欠けると思われる。

・　行政改革の具体性が見えなかった。

・1期議員の質問が主で、古い経験

豊富な議員の質疑がなかったのは寂
しい。

・今回議会傍聴において私たちが期

待している質問がなかったのは寂しい限りでした。

まず、環境整備の件は私たちなりに重要なこと

は把握していますが町の現況は体育施設に予算を

使い過ぎているのではないか、文化施設の件につ

いて一人の議員も質問しないのが残念でした。

各市町村の現況は体育施設と平行して文化施設

が大変進歩していると思われる．。巨大な体育館が

あるにもかかわらず武道館を新設する必要があっ

たのか疑問です。

で処理しなければなりません、それは大変矛盾を感

じております。

・図書室の利用については利用者が年々増えるとの

返答がありましたが私個人としては、もっと増えで

もいいのではと言う気がいたします。

春にテレビを見てましたら児童が学校帰りに列を

なして本を借りている姿が写りました。大人も子供

も大いに利用できて、はじめて図書館も新設する意

義があるものと思います。苦しい財政の中からする

事ですから、そんな気がいたしました。

・　女性の立場からゴミ問題に関心を持っておりま

す。私の地域は僻地ですので我が家のゴミは自家 まず、町政の問題として他市町村の例を上げて槙

討しながらの町政の在り方に少

々疑問を感じました。

また、議員の中で懸命に筆記

している方、無表情でいる方等

多様でした。町政の代表ですの

で、もっと真剣味が欲しいと思

いました。

・新しい議員の質問が多いよう

でしたが質問できる人数は決ま

っているのでしょうかや又多年

議員さんは質問等はしないもの

でしょうか。

■3月定例会は3月上旬開会予定　議会は公開です。あなたも議会を傍聴してみませんか。



総
務
委
員
会
で
は
、
議
会
の
閉
会
中
に
所

管
事
務
の
調
査
と
し
て
、
未
登
記
道
路
用
地

の
現
況
を
調
査
報
告
し
、
現
在
は
住
民
参
加

と
広
範
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

調
査
し
た
未
登
記
道
路
用
地
の
現
況
に
つ

い
て
は
、
登
記
手
続
上
で
の
問
題
や
地
籍
調

査
に
よ
る
不
用
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
分
か
り
、
事
帯
処
理
体
制
が
組
織
上
、

整
っ
た
こ
と
か
ら
町
部
局
に
対
し
て
早
期
の

用
地
事
務
を
進
め
る
よ
う
報
告
し
ま
し
た
。

《産業建設》産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
調
査
報
告
し
、
現
在
は
街
路
事
業
に
つ
い

て
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

報
告
し
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
7
月
か
ら
8
月
に
開
催
さ
れ
る
ラ
ベ

ン
ダ
ー
祭
り
、
十
膵
岳
火
祭
り
、
仮
装
盆
踊

り
大
会
が
、
短
期
間
に
集
中
し
す
ぎ
る
と
の

声
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
す
る

団
体
が
協
議
し
て
、
全
体
的
な
再
検
討
を
す

べ
き
と
報
告
し
ま
し
た
。

▲本会議での委員会報告

▲現地を調査する委員

教
育
民
生
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
福
祉
の

現
況
と
施
策
を
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
町
が
平
成
5
年
度
に
策
定

し
た
老
人
福
祉
計
画
を
進
め
る
に
当
た
り
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
ど
の
よ
う
に
対

処
す
れ
ば
良
い
の
か
な
ど
を
調
査
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
保
健
婦
と
の
懇
談
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
視
察
な
ど
出
来
る
だ
け
現
場

の
声
を
聴
き
調
査
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。▲ラベンダーハイツで説明を受ける委員

編
集
後
記

波
乱
の
年
で
あ
っ
た
平
成
6

年
も
終
わ
り
、
各
年
こ
そ
は
と

願
う
新
年
も
中
央
政
界
の
混
迷

や
農
畜
産
物
の
自
由
化
に
よ
る

農
業
政
密
の
混
乱
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

2
年
連
続
の
異
常
気
象
に
よ

る
農
業
災
害
や
地
震
災
害
な
ど

景
気
低
迷
の
中
、
平
成
6
年
第

4
回
定
例
会
が
1
2
月
1
5
日
か
ら

2
0
日
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し

た
。町

理
事
者
は
勿
論
の
こ
と
、

私
た
ち
議
員
も
真
剣
に
町
民
の

た
め
の
行
政
を
と
議
会
に
お
い

て
議
論
を
し
ま
し
た
。

町
の
条
例
や
補
正
予
算
な
ど

に
お
い
で
は
町
民
の
生
活
に
身

近
な
問
題
と
し
て
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
一
般
質
問
で

は
傍
聴
席
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
で
し
た
。

編
集
委
員
一
同
は
議
会
広
報

を
正
確
に
お
届
け
し
、
皆
機
に

親
し
ま
れ
る
広
報
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
の
願
い

し
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
岡
和
田
　
繋
〕


